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1
┿Ẋ村検地ᖒ
(付)┿Ẋ村方文᭩一ᣓ
(村301点)(自治227点)

◎ 16

文⚘3(1594)年以㝆、昭和30（1955）年代に至る長期にわたる┿Ẋの村方文᭩。中でも文⚘3（1594）年のᏱ႐多の検地
ᖒの存在がὀ目される。村方をめぐる㡿の㡿民支配の推移をたどりうる資料がすべてそろっている村は、播磨におい
ては┿Ẋ村をおいて他になく、村方資料としてᴟめて㈗㔜である。市指定。

2
三十භḷ絵ᡥ㢠
(付)ᕸ⿄図絵馬1面

◎ 16

ᐶ文6(1666)年、ὸ野長直によって、赤穂の周世にある高㞝山の神護寺にዊ納された6面の絵ᡥ㢠である。ᡥ㢠絵は⸬
のዊ納物にふさわしく、板面に㔠⟩を張りつめ、その上にᡥ㢠1ᯛに6名䛵つのḷが⃰ᙬによって描かれている。
各ḷがやまと絵的ᡭ法によりながら、それぞれにಶᛶ豊かな相ㇺで表されていることから江戸時代ึ期のస風をఏえ
るものである。市指定。

3

神護寺石造物
大石Ⰻḯ寄進ᡭὙ石1基
大石Ⰻ㔜寄進石⇠⡲2基(1
対)䚷大石Ⰻ㞝寄進石⇠⡲2
基(1対)

◎ 16 ● ●

神護寺は、ᐶ文3(1663)年に山⋤ᶒ現の神ᐑ寺としてὸ野長直によって建されたとఏえられる。神護寺境内の山⋤神
社に至る石ẁ上にある石ⅉ⡲2基一対はᐶ文6(1666)年㖭、社Ẋ前にある石ⅉ⡲2基一対は㈆ா4(1687)年㖭、ᡭὙ石
はᐶ文5(1665)年㖭がある。周世が赤穂城の㨣門にあたることから、ὸ野長直が築城ᕤ事の完成♳ᛕ➼のために神護
寺を⯆したとఏわる。市指定。

4 水神 ● 16 ● ●
神護寺跡境内の山⋤神社前にある戸⬥に♭られている、ീ高42䟛の༙⫗᙮り石仏。

5 周世坂峠地ⶶ ● 16 27 ● ●

周世坂の峠にあり、高さ185䟛、ീ高147䟛。造立年᭶᪥不明。立ീ、᙮り、前座の正面には「ᩍᚸ䚷南無㜿ᘺ㝀仏
┿心」ᕥには「ጁᑓ䚷ጁ善䚷ᜨ⪺䚷⩏㉸䚷⩏奥䚷㢪西」とあり、ྑᡭに㘏᮫、ᕥᡭにᐆ⌔をᣢつ。前座はูの地ⶶの台座
であるྍ⬟ᛶがある。峠の地ⶶがᝏඪを㏣いᡶった昔話が残る。（赤穂の昔話）

6 高㞝⸆ᖌ地ⶶ ● 16 ● ●
高さ58䟛、ീ高33䟛。座ീ、᙮り、台石正面には「⸆ᖌዴ᮶」、ྑに「明治ᅄ十(1907)年」、ᕥに「施大ᓮ平同人
ハル」と้む。ᕥᡭにᐆ⌔をᣢつ。ീと台石の石ᮦが␗なる。

7 高㞝ษ山地ⶶ ● 16 ● ●
高さ166䟛、ീ高90䟛。立ീ、᙮り。台石正面に「明治三(1870)年䚷南無㜿ᘺ㝀仏䚷ᗒ༗正᭶᪥」䚷ྑに「ᑽᖌⰋ道䚷カ
䕕コやභ兵䝿䚷世話人䚷ྜྷஂ႐平」䚷ᕥに「村中䚷前田ᘺ㑻䚷ྜྷஂᚨྑ䝿門」と้む。地ⶶは合ᤸしている。

8 ᯤ木地ⶶ ● 16 ● ●

ሷ屋と木津とを、結ぶ山道の頂上にある身の96䟛の立ീで、基ቭ➼をྵめると1.8ｍある。仏身を完に造りฟした一
ᑛ᙮の石仏で、ྑᡭに㘏᮫、ᕥᡭにᐆ⌔をもつ。慶応2（1866）年7᭶23᪥、大津屋善ྑ⾨門他8名によって建立され
た。かつては8᭶23᪥に地ⶶ┅が行われ、農స業をఇんで村の代表が参る᪥とされていた。

9 道ᶆ地ⶶ ● 14 15 16 27 28 ● ● ●

千種川ἢいの県道赤穂బ線を木津ሖから400ｍほどの上流ഃに㐳ったガー䝗䝺ール⬥にある。高さ68䟛、20䟛㽢
18䟛を測る花ᓵᒾ〇のもので、正面上部には༙⫗᙮りの地ⶶ、その下に「ྑ䚷城下道䚷䚷ᕥ䚷㜰㉺ᾆ䚷下道䚷∵馬無用」
と้まれている。「下道」に∵馬が入ってはならないのは、城下への道の⬥を流れていた水道のᑟ水路の⾨生⟶⌮のた
めである。ู名䠖上河原道ᶆ地ⶶ。

10 භ地ⶶ(ᐩ原) ● 16 ● ●
ᐩ原ඹ同地内にあり、Ᏻᨻ2（1855）年に造立された。1体のみ石ᮦが␗なる。

11 භ地ⶶ(門前) ● 16 ● ●
門前ඹ同地内にあり、ീ高䠒䠍～68䟛を測る。もともとは┿Ẋ門前に建てられていたが、新ᖿ線建設にకって移転し
た。

12 ฟ口地ⶶ ● 16 ● ●
中山地ⶶノ下ሐ防ノ外にᏳ置されている、༙⫗᙮りの立ീ。ീ高54䟛。

13 釣⎼ⴠし地ⶶ ● 16 ● ●
┿Ẋ村のఫ民によって中山林谷に♭られた、明治21（1888）年造立の༙⫗᙮りの立ീ。ീ高87.5䟛。

14 ㏄え仏（門前ඹ同地） ● 16 ● ●
┿Ẋの門前ඹ同地に♭られた㏄え仏。ா保17（1732）年造立、ീ高77䟛の᙮りの立ീ。

15 ㏄え仏（目坂ඹ同地） ● 16 ● ●
目坂のඹ同地に♭られた㏄え仏。ീ高160䟛の᙮り立ീ。

16 地ⶶ(稗田) ● 16 ● ●
もともとは坂㉺にあったとされるが、明治の⤊わりから大正ึめにᕤ事の㝿に移された。ീ高45䟛の༙⫗᙮りの立ീ石
仏。

17 周世黒谷้印石 ● ●
黒谷の西ഃ尾根中腹、周世黒谷古ቡより上方20ｍのところに不思議な้文のある石がある。約1ｍ㽢0.6ｍのつᶍの石
ᮦで、いくつかの正に直線が㈏通している図が」ᩘ描かれている。

18 高㞝村道路ඖᶆ ● 14 27 ●
周世の八幡神社鳥ᒃ前の県道高㞝有年横尾線⬥に立つ。高さ66䟛、25䟛ゅの花ᓵᒾ〇で、正面に「高㞝村道路ඖ
ᶆ」⫼面に「兵庫⦩」と้む。

19 大㑊神社グ☃ ● 14 ● 大㑊神社（中山）境内にある。明治32(1889)年建立、明治ึ年に社Ẋを改築したことが᭩かれている。

20 大山積大明神☃ ● 14 ● 木津ハイラン䝗頂上にある。建立年᭶᪥不明。

21 ኴ子堂⦕㉳☃ ● 14 ●
大正10(1921)年建立。⪷ᚨኴ子によるᆞ山㝯㨱寺の創建以᮶、1,337年目にあたる大正15(1926)年5᭶21᪥と้まれ
ている。

22 中山地ⶶ跡☃ ● 14 ● 大㑊神社（中山）境内にある。明治42(1909)年建立。

23 御大グᛕ植ᶞ☃ ● ● 大㑊神社（木津）境内にある。大正4(1915)年に在郷㌷人らによって建立された。

24 ᱵ流㌺花㤶⩝☃ ● 14 ● 赤穂郡中山村の人。華道ᩍᤵで農業のഐらᘵ子を⸅㝡したとある。明治33(1900)年建立。

25 ᐊ治平ඛ生の ● 14 ●
┿Ẋ門前地内にある。江戸ᮎ期から学ᰯ創立までの間、子౪たちにຮ強をᩍえていたとされる。明治19(1886)年建
立。

26 ᐊ林助ඛ生の ● 14 ●

┿Ẋ門前地内にある。お花のඛ生で、その一方村の指ᑟ者として村議ဨ、助役、村長ならびに郡議ဨなど30年
近く村のために活㌍。事業家としてブ䝗ウ栽培、㓇・㓺Ἔの㈍業もᡭけていた。ᬌ年は┿Ẋኤ㞼寺のൔとなった。
大正13(1924)年建立。

27 ᩗ神表ຌ☃ ● 14 ● ้まれた文Ꮠのấは大石神社のᐑྖとなっている。昭和5(1930)年建立。

28 里正大谷⏒ྑ⾨門 ● 14 ●
周世地内にある。明治14(1881)年、周世村の村長。治水ᕤ事をして洪水から村人をᏲるためሐ防を築くなど、村のた
めにຌ⦼を残したことにឤㅰし、☃を立てた。

29 中原ඛ生ㄅ㖭 ● 14 ●
建立年不明であるが、☃文の中に明治22(1889)年と้まれており、学ၥにษ☩しᩘ十人のᘵ子にᩍᤵしたとある。

30 里正山ᮏ直治㑻☃ ● 14 ●
明治39(1906)年建立、里正とは村長のព。

31 ᐊ資ྜྷ㡴ᚨ☃ ● 14 ●
建立年᭶᪥不明。村の庄屋で、土木ᕤ事などのຌ⦼が้まれている。

32 山ᮏ源ᕥ⾨門☃ ● 14 ●
建立年᭶᪥不明。池ᆓ流のඛ生の。

33 高㞝橋㖭板 ● 14 27 ●
昭和26（1951）年の赤穂鉄道廃Ṇ後、根木鉄橋は道路橋として改ಟされた。昭和54（1979）年に新橋が架け᭰えられた
㝿、現・高㞝橋の南ワめ付近のコンクリート柱に㖭板がᇙめ込まれた。

34 ᐩ原㑇跡 ● 34 ● 昭和61(1986)年のほ場整備にకって発᥀ㄪᰝされ、ᘺ生時代後期や中世の土ჾ片などがฟ土した。

35 ┿Ẋ・門前㑇跡 ● 34 ●
昭和40(1965)年に、山陽新ᖿ線建設にඛ立って兵庫県ᩍ⫱ጤဨによる発᥀ㄪᰝが行われ、㡲ᜨჾ、土ᖌჾ、Ᏽ㖹
などがฟ土している。

36 ┿Ẋ門前古ቡ⩌ ● 34 ●

集ⴠの西ഃに㏕る山〈から山中の㞧木林の中に4基の古ቡがある。このあたりの山のᏐ名は門前奥である。門前奥の
南ഃの谷を清水谷とよび、この谷の奥にも古ቡが1基ある。この谷の入口付近にも古ቡがあったようで、㡲ᜨჾや໙⋢が
採集されている。古ቡはい䛪れも横✰ᘧ石ᐊቡ。

37 ┿Ẋ・林㑇跡 ● 34 ●
┿ẊᏐ林にある土ჾ採集地。

38 周世ᐑ裏㑇跡 ● 34 ●
周世八幡神社の裏ഃにある土ჾ採集地。

39 周世ᐑ裏山古ቡ⩌ ● 34 ●
周世八幡神社の裏山斜面にあり、古ቡ⩌は27基でᵓ成されるが、ほぼすべて小ᆺの横✰ᘧ石ᐊቡであることが≉ᚩで
ある。

40 周世黒谷古ቡ ● 34 ●
当ึ、周世ᐑ裏山28号ቡと呼ばれていたが、築造時期が早くᛶ᱁も␗なることからูグされた。㑇物は、石ᐊの入り口
近くで10片以上にቯれた㡲ᜨჾの◚片が㔜なりあってฟ土した。

41 周世水木原古ቡ ● 34 ●
高㞝山の東、山〈に㐃なる民家のすぐ裏にある。ቡୣの前༙部は๐りとられているが、後༙部は残っておりᚄは約13
ｍ。㑇物などがないため築造年代は明らかでないが、同じ周世のᐑ裏山にある⩌集ቡにẚべてⴭしく大きい。

42 周世・入相㑇跡 ● 34 ●
現在の周世集ⴠと山陽新ᖿ線との間のἈ積平野にある。県道敷設にకって兵庫県ᩍ⫱ጤဨによる発᥀ㄪᰝが行わ
れ、ᘺ生時代中期にはじまる㑇跡が見つかっている。≉にᘺ生時代後期ではⰋዲな土ჾ⩌が見つかった。

43 ⯪戸山古ቡ⩌ ● 34 ●
周世集ⴠ東方の山には、横✰ᘧ石ᐊをᇙⴿ体とする5基の古ቡがある。これらは6～7世⣖前༙にかけての⩌集ቡで
ある。
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44 ⯪戸山㑇跡 ● 34 ● 古ቡ時代から平Ᏻ時代にかけての土ჾがᩓᕸする。千種川流域において㈗㔜な資料である。

45 周世開㑇跡 ● 34 ● 周世集ⴠ東ഃの山中にある土ჾ採集地。

46 高㞝・根木㑇跡 ● 34 ●

ほ場整備とබ民館、体⫱館新築ᕤ事にకって発᥀ㄪᰝされた㑇跡で、⦖文時代後期から江戸時代までの㑇物、㑇ᵓ
が見つかった。≉にᘺ生時代後期の❿✰ఫᒃ内の土ჾ⩌や、古代のᐁ⾦に関ಀすると思われるᆒ整な配置をもつ᥀
立柱建物⩌がὀ目される。旧千種川の護岸や旧赤穂上水道ᑟ水路跡なども☜ㄆされており、西山にᏲられたẚ㍑的
Ᏻ定した土地で、Ⴀ々と集ⴠがႠまれてきたことがよくわかる。

47 木津・原㑇跡 ● 34 ●

千種川のỏ℃原及び中ᕞのᚤ高地に立地する㑇跡。㙊時代以㝆の建物跡が見つかっている。㙊時代の㑇ᵓとし
て᥀立柱建物跡7棟、土ᆙ8基、⁁跡1᮲、柱✰跡多ᩘがあり、ᐊ町時代の㑇ᵓとして᥀立柱建物跡10棟、土ᆙ8基、柱
✰跡多ᩘがある。赤穂市内ではᐊ町時代の建物跡のㄪᰝがᑡなく、㈗㔜である。

48 木津・野垣内㑇跡 ● 34 ● ほ場整備事業にకい発᥀ㄪᰝされた㑇跡で、江戸時代頃の᥀立柱建物跡が発見されている。

49 木津・ẁノ上㑇跡 ● 34 ●

ᘺ生時代中期から始まる集ⴠ跡で、中期ᮎの❿✰ఫᒃ跡4棟、後期の❿✰ఫᒃ跡4棟が検ฟされた。また中世になる
と、多ᩘの᥀立柱建物跡とともに㟷☢、ⓑ☢などの多種多様な㑇物がฟ土し、周辺地域との交流が活発であった集ⴠ
の存在が明らかとなっている。

50 大㑊神社(中山) ● 16 31 33 ● ●

江戸時代、中山は尾ᓮの八幡ᐑを氏神としていたが、明治に東有年の八幡神社の氏子にኚわる。明治7(1874）年5᭶
ዊ納の㙚Ṋ者絵馬が一␒古く、それ以前に建てられたと推定。明治9(1876）年9᭶17᪥に神前形の石ⅉ⡲が、明治
32(1899）年に≻≟、⋢垣がዊ⊩されている。境内にはா保16（1731）年造立の㣹㨣地ⶶと呼ばれる舟形後⫼をもつ༙
⫗᙮り石造地ⶶなどの石仏が見られる。

51 ኳ満ᐑ（┿Ẋ） ● 16 33 ● ●
千種川の東ഃ周世から有年へ通䛪る道路ἢいに♭られていたのを現在地に移したものである。┿Ẋはかつて周世の
八幡ᐑの氏子だったが、「村の鎮Ᏺの神」としてኳ満ᐑを移しかえたとఏわる。

52 八幡神社(周世) ● 16 31 33 ● ●
祭神は、田ู命、息長足ጲ命、Ṋ内宿⚇。境内にはⲨ神社、ྑにはⅆ㨦神と⛙河を合♭、ᕥにはⅆ㨦神を♭るほ
か、土ಥが設置されている。現在は毎年の秋祭りで⊺子⯙が⯙う⯙台となっている。

53 Ⲩ神社（高㞝） ● 16 33 ● ●
祭神はⅆ㨦神で、千種川の流れを⦆やかにする西山の中腹にある。高㞝村にとって、西山は千種川の洪水からᏲって
くれるሐ防の役をᯝたし、人々が洪水ᅇ㑊♳㢪として建立とఏわる。ඖは西山の南にあったというఏᢎあり。

54 Ⲩ神社（目坂） ● 16 33 ● ●
祭神は⣲ᡆႲᑛ、境内に✄Ⲵ社がある。かつての目坂から┿Ẋへ通䛪る山道の峠に鎮座している。┿Ẋから峠を㉺え
て移ఫしてきた人々が♭ったものではないかと推測される。

55 大㑊神社(木津) ● 16 31 33 ● ●

明ᬺ2(1656）年大ᕤ山の麓に建立とఏわる。ⓚᴟኳⓚ3(644）年⸽ᡃ氏の㏕ᐖから㏨れるため難Ἴ津を⯪ฟした⛙河
は、坂㉺に⁻╔後、鳥の坂を㉸えて⯪で千種川を上り、この地に上㝣したという。上㝣地点に♭られているのがこの
神社で、境内には✄Ⲵ神社、Ⲩ神社がある。

56 ኤ㞼寺 ● 16 ● ●
┿Ẋ村民のᕼ望によりᐶᨻ11(1799）年に⚟寺内のኤ㞼ᆓを移したものである。明治11(1878）年に寺号のබドがチ
ྍされた。┿᐀大谷ὴで山号は播龍山。

57 Ᏻ楽寺 ● 16 29 ● ●

ᏳᐊⲮの大⪷寺城Ᏻᐊ㑻（文Ᏻ5年䠙1448༞）が発心し、┿Ẋ村ᮏ西門前に一ᆓを建てて、Ᏻ楽ᆓと号したとい
われ、現┿Ẋ門前のᏐ名はᏳ楽ᆓが在ったことに由᮶。寺は明応4(1495）年8᭶13᪥に道ㄋが開基。┿ゝ᐀から┿᐀
大谷ὴに改᐀し現在地に移転。明治31(1898）年、平成ඖ(1989）年の大改ಟを経て現在に至る。山号はష᪥山。

58 ᑓᛕ寺 ● 16 29 ● ●

┿᐀大谷ὴ。文亀3(1503）年、ൔ玄ㄋの開基。玄ㄋは俗名山名三㑻ᕥ⾨門時氏といい、ⓑ城の戦でᩋれ家᮶36人と
ともに周世に㏨れて仏門に入り、草ᗡを結び開基したとされる。『⚟寺総ᮎ寺ᖒᖽ㑚郡㝃』ではኳ文12(1543)年開基
とする。➨三世玄ᬛがᮏ㢪寺より寺号を㈷った山号は一乗山。境内のイ䝏䝵ウはᕧ木で有名。明治26(1893）年にᮏ堂
建。

59 ᖖᚨ寺 ● 16 29 ● ●

開基は文亀ඖ(1501）年、㔘㡰正による。⚟寺下で┿᐀大谷ὴにᒓする。文亀ඖ(1501）年、目坂村Ꮠ清水に一Ᏹを
建て、龍Ọ寺と号す。後に┿᐀に改め寺号を山号にし、さらに寺号ᖖᚨ寺をうけ、以後現在地に移して西ᮏ㢪寺ὴに
ᒓしていたが、ඖ⚘12(1699）年には東ᮏ㢪寺ὴに入った。『⚟寺総ᮎ寺ᖒᖽ㑚郡㝃』ではኳ文15(1546)年開基とす
る。山号は龍Ọ山。

60 龍Ἠ寺 ● 16 29 ● ●

開基年᭶不ヲ。『龍Ἠ寺␎⦕㉳』によると文亀ඖ(1501）年3᭶、ఫ⫋のᩍ♸は高野村田➃にあった㔘善寺が㞽ⴠするに
つけ、ቭ頭平松三㑻ᕥ⾨門と村内の郷ኈとで相ㄯし、┿᐀大谷ὴへの改ಟの᪨をᮏ㢪寺➨9世ᐿዴ上人にᒆけ、木津
村のᰗ地区に一Ᏹを建てたという。現在はᡭ⬟に移転、⚟寺のᮎ寺。山号はኤ山。境内には子Ᏻ地ⶶ（ീ高78䟛
の᙮りのᆘീ地ⶶ）がある。

61 神護寺跡 ● 16 29 32 ● ●

周世集ⴠの西方山頂にあり、文治2(1186)年、文ぬが開創。『播磨㚷』によると同寺をኳ台᐀の寺としኳ平神護のඖ号
(765～767)にちなんで寺号が付けられ、和Ẽ清㯞࿅が建立したとある。その後、豊⮧秀ྜྷの中国侵ᨷで兵ⅆにかかり、
後年に建されたとఏわる。ὸ野長直寄進のᡥ㢠、大石Ⰻḯ寄進のᡭὙ石の他、大石内ⶶ助Ⰻ㞝寄進の石ⅉ⡲など
がある。山号は高㞝山。内には昭和7（1932）年に造立された༙⫗᙮りの立ീ石仏がある。

62 ኴ子堂(木津) ● 16 ● ●

旧大ᕤ村の東のሐ防のすぐ下にある。境内には大正11(1922）年にዊ納されたኴ子堂⦕㉳を᭩いた☃がある。境内正
面にはኴ子堂が建てられており、壁を㝸てて北ഃに観㡢堂（護ᦶ寺）があるほか、ᮏ堂の東ഃには✄Ⲵ社が♭られてい
る。創建はᐶ文2(1662）年で龍Ἠ寺の支ᆓとなっている。

63 ᐩ原㌴場跡 ● 14 27 30 ● ● ●

大正10(1921）年に播ᕞ赤穂䠉有年間を結ぶ軽便鉄道が開通した。ᐩ原駅跡は┿Ẋ駅間1.5㎞、有年駅間2.3㎞の㌴
場で、乗ᐈがある場合にのみ列㌴が㌴していた。駅舎は無人で、待合所のみの⡆便な建物であった。

64 ┿Ẋ駅跡 ● 14 27 30 ● ● ●

大正10(1921）年に播ᕞ赤穂䠉有年間を結ぶ軽便鉄道が開通した。┿Ẋ駅は乗ᐈの乗り㝆り用の駅ではなく、Ẽᶵ
関㌴に給水したり、石Ⅳを積み込むための駅であった。駅舎はᮏ屋と便所のほか、設置㌶道⬥に給水場としての貯水
ᵴが設置されていた。

65 周世㌴場跡 ● 14 27 30 ● ● ●

大正10(1921）年に播ᕞ赤穂䠉有年間を結ぶ軽便鉄道が開通した。周世駅は根木駅間0.8㎞、┿Ẋ駅間1.5㎞の㌴場
で、乗ᐈがある場合にのみ列㌴が㌴していた。駅舎は無人で、待合所のみの⡆便な建物であった。

66 根木駅跡 ● 14 27 30 ● ● ●

大正10(1921）年に播ᕞ赤穂䠉有年間を結ぶ軽便鉄道が開通した。根木駅舎は駅長がᖖ勤していた。ここから千種川
を渡った山〈に線路が通っていた。

67 根木鉄橋基♏跡 ● 14 27 ● ●
赤穂鉄道が千種川を渡る時に設置されていた鉄橋の石造基♏跡。

68 目坂㌴場跡 ● 14 27 30 ● ●

大正10(1921）年に播ᕞ赤穂䠉有年間を結ぶ軽便鉄道が開通した。目坂駅は坂㉺駅間1.8㎞、根木駅間1.1㎞の㌴場
で、乗ᐈがある場合にのみ列㌴が㌴していた。この駅から根木駅にかけてⓏり坂となり、しばしば列㌴が立ち 生し
た。

69 ษ山㞈道 ● 15 28 ● ●

ษ山㞈道は赤穂上水の水路の基点で、池田㍤ᨻ時代、慶長19(1614）年から3年のṓ᭶をかけ、時の代ᐁᆶ水༙ᕥ⾨
門㔜の指のもと完成。その後、取水口は高㞝の⯪渡ሖにኚ᭦され、さらにඖ⚘15(1702）年までには木津取水
ሖにኚ᭦された。㞈道は昭和38（1963）年にᣑᖜやฟ入口部の強化➼の改ಟᕤ事が行われた。

70 高㞝川ቧ道 ● 15 28 ●

昭和51（1976）年の豪㞵⅏ᐖをཷけて実施した河川改ಟ事業の一⎔で、昭和60（1985）年に完成した。ษ山㞈道の水㔞
ᣑ大のため㞈道のᣑ張が兵庫県によって計画されたが、赤穂市が旧赤穂上水道関㐃施設の保存を図っていたことか
ら、計画をኚ᭦してษ山㞈道に隣接して新たに高㞝川ቧ道を築いたもの。

71 高㞝⯪渡取水ሖ ● 14 15 28 ● ●

旧赤穂上水道の取水口は、ὸ野時代はษ山㞈道から高㞝⯪渡へと移動した。千種川護岸に築かれていた高瀬舟の⯪
渡を活用し、水を引き入れて旧赤穂上水道の取水口としたものである。も千種川の中にᩓするሖの石を見ること
ができる。

72 木津取水口・取水ሖ ● 14 15 28 ● ●

旧赤穂上水道の取水口は、ඖ⚘15(1702)年までには木津へとኚ᭦されていた。ここでは水を一部ሖきṆめて西ഃに取
水し、市の山〈までᑟ水されていた。高瀬舟の通行のጉげになることから、一部のሐを開けていたという。

73 ᑟ水路跡 ● 15 28 ● ●

地下1.5ｍのところから木津取水ሖと旧赤穂上水道とを結ぶᑟ水路跡が見つかった。ᑟ水路はᖜ約5ｍを測り、4ẁの
石垣（深さ約1ｍ）によって護岸されていた。

74 ᝏ水路との交ᕪ ● 15 28 ●

木津取水ሖからᑟ水された上水と周辺の農業用水(ᝏ水)が交ᕪする地点で、この上水は城下北の戸ᓥᯠまで山〈
を流れていた。

75 三ケ村のᵽ跡 ● 15 28 ● ●

上水道の取水口が高㞝⯪渡から木津にኚ᭦されると、それまで木津ሖから取水していた市・◁子・北野中への農
業用水は高㞝取水ሖからのᑟ水路に接続され、「三か村のᵽ(⁁)」と呼ばれるようになった。
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地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化

76 猪垣とᆓ開き ● 16 ●
ẁ々⏿のᅄ方を石垣でᅖみ䠈集水施設・貯水池・戸などが見られる。この地を「ᆓ開き」と呼び䠈高㞝山神護寺のൔ
が⸆草園として開拓したものとఏえる。

77 周世坂峠 ● 16 27 32 35 ● ●
赤穂市南部より有年へ通じる㝣路で、かつては川ἢいではなくこのルートがせ道だったという。峠に地ⶶがᏳ置され
ている。

78 大ᕤ村 ● 14 ●

旧集ⴠ名。18、19世⣖頃、赤穂城下の大ᕤとはูに堂ᐑ建築をᚓᡭとする、⊂立した大ᕤ集ᅋが木津に集まってい
た。木津大ᕤのᵓ成については『Ọᐩ家ఫᏯ普ㄳᖒ』にヲしい。現在はኴ子堂が江戸中期の様ᘧを保ち、小さいなが
らจった造りで、そのṔྐをംばせている。

79 釣⎼ⴠしの滝 ● 16 ● ●
┿Ẋ・中山林地区から大津へ通䛪る山道を1.2㼗㼙あまりⓏると、2ẁになった約8ｍの滝がある。滝の上には明治
21(1888）年5᭶に┿Ẋ・中山の世話方、ᐊ定ᅄ㑻と前田ᘺᅄ㑻が寄進した地ⶶᑛが♭られている。

80 ハマウツ䝪自生地 ● 16 ● ●

高㞝地区を流れる千種川流域一帯は、水辺の風景だけでなく、河川敷や‵地・ỏ℃原など、自然度が高く、護岸ᕤ事
された河川流域では見ることができない動植物が生息し、㈗㔜な生態⣔が保ᣢされている。ハマウツ䝪は兵庫県䝺ッ䝗
データブックでは⤯⁛༴種ランク䠝に指定されている。高㞝地区には自生地があり、地域での観察や学⩦が実
施されている。

81 赤穂ふれあいの森 ● 16 ●

有年横尾の㦂行寺から周世の神護寺跡までをྵむ約180haの森林区域。シイ・アカマツ・コナラ・シリブカガシといった
植生を見ることができ、遊歩道、ఇ᠁所、展望台やキ䝱ンプ場などが整備されている。神護寺近くには䝻ッ䝆「高㞝山
Ⲯ」、䝰リアオガ䜶ルのいる䜂䜗うたん池、シイ林、ヒノキ林があり、森林ᩓ策を楽しめるようになっている。

82 赤穂市⤫合取水ሖ ● 15 28 ●

かつて農業用水は村ごとに引かれていたため、そのᶒ利をめぐって対立が㉳こるなどしていた。昭和42(1967)年に中山
に赤穂市⤫合取水ሖができ、ようやく解ᾘされた。

83 山陽新ᖿ線 ● 27 ● ● 昭和47（1972）年に新大㜰䠉岡山間が開業した。

84 山陽自動㌴道 ● 27 ● ● 昭和57（1982）年に開通した。なおインター䝏䜵ン䝆設置の㝿にㄪᰝされたのが堂山㑇跡である。

85 中山 ● 32 ●
地名。中世は有年庄にᒓし、はじめ尾ᓮの八幡ᐑの氏子であった。村の北➃にある㘠子城(中山城)は赤松満♸の一᪘
岡豊前Ᏺらのᒃ城で、城郭の戸には㟋水がくという。

86 周世 ● 32 36 ● 地名。周世の地名は『和名類⪹ᢒ』に周ໃ(㡲世)とึฟする。

87 ┿Ẋ ● 32 36 ●

地名。13世⣖に土豪┿Ẋ氏がఫんでいた。⫼後の山には5基の古ቡがあることから、地名の㉳源はそのᩘ世⣖も以前
であろう。この土地が古代～中世は周世郷にᒓしていたことは「周世郷┿Ẋ村」と『文⚘検地ᖒ』にグ㍕されていることか
らわかる。

88 門前 ● 36 ●
地名。門前の名は15世⣖のึめに大⪷寺城Ᏻᐊ㑻⩏長が⫼後の山〈にᏳ楽ᆓを建立していたことによる。

89 高㞝 ● 32 36 ●
地名。㙊時代のൔ文ぬの開基とఏえる高㞝山神護寺に由᮶する。江戸時代は根木村といったが明治⥔新以後、周
世村と合ేし立ᕑ村となった。明治22（1889）年には目坂、木津、┿Ẋ、中村の各村と合ేして高㞝村となった。

90 根木 ● 32 36 ●
地名。根木のおこりは昔、周世八幡神社の神ᐁ(⚲ᐅ)のᒃఫ地からኚ化したものと推測される。

91 目坂 ● 32 ●
地名。古い昔の交通は、奥の谷から大谷平へ峠㉺えであったので、木のⱆ(目)と峠の(坂)より目坂となった。

92 木津 ● 27 32 36 ● ●

地名。木津のᏐ源から木の集ᩓ のពで、千種川河口のᮦ木集ᩓ地であった。大ᕤ山・奥山からᮦ木をఆり、積みฟ
していたのであろう。自然ሐ防ができてから、平地に移りఫんだところに大ᕤ村・ᡭ⬟(ᡭ᩼)の名が残る。

93 立ᕑ ● ●

地名。たていわ、り䜕うがん。千種川の流れを㐽り立ちはだかるᒾ山のようであり、深淵・ወᒾ・⪁松の景地であった。
大正時代頃には絵葉᭩にも┿が使われていた。現在の高㞝小学ᰯの前身である立ᕑ小学ᰯの由᮶にもなってい
る。

94 タデの原風景 ● 16 ● ●
赤穂のㄒ源は、タデの花がဏく様子を赤い穂に見立てているとの説がある。千種川河川敷に広がるタデの⩌生地。

95 ㍯中集ⴠ ● 16 ● ● 現在の高㞝集ⴠは、千種川のሐ防にᅖまれた景観を見せている。

96
神護寺跡周辺からの
眺め

● 16 ●
南を⮫むと、千種川とそれに寄りῧう集ⴠ、新ᖿ線が見渡せる眺望がᚓられる。

97
Ⲩ神社（高㞝）からの
眺め

● 16 ●
北を⮫むと、山、千種川、新ᖿ線の広大な眺望が広がる。

98 新ᖿ線䝇䝫ット ● 16 27 ● 山陽新ᖿ線のᙳ䝇䝫ットからは、千種川や高㞝地区を一望でき、眺望がⰋい。




